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三tfc年 に始 ま った

海 水淡水 化 を 翼的 と した

逆浸 透膜 の 開発 は.今 日

ほぼ完成 の域 に達 し.必

要理 論 ヱネ ルギ ー の約4

倍程 度 の省 工ネル ギ ー分

離技術 として確 立 した｡

これを頂点 として､そ れに続 く､ナ ノろ過膜.限

外ろ過膜.精 密ろ過膜などの,い わゆる膜 ろ過法

として水処理の分野 にも普及 しつつある｡問 題は

スケール アップである､何 十万 トン.何 百万 トン

規模のプラン トをどのように造 り上げていくのか｡

どのよ うに維持管理するのか.近 い将来 の重要問

題である｡

一方 ､ガ ス分離や非水溶液系の分離には､興 味

を持たれっつもあまり普及 していない.こ れはや

は り膜 自身の性能がまだ充分でないためである.

このため に無機膜が研究 され.か つてはとても不

可能 と考えられていたゼオライ ト膜も作 られ始め､

市販 される もの も出現 している.

その他 の無機膜 も数多 く発表され.多 くの応用

分野が考 え られている｡こ れ らの膜の使:い方であ

るが.圧 力 を駆動力 として使 うのが一番省工ネル

ギー的である と考え られているので､こ の方向へ

の発展 を期待 したい｡も ちろん.脱 塩や水処理 へ

の応用 も期待 されている｡

さて.我 々の求めて いる究極 の膜 とはいったい

どのよ うな ものであろうか.ま ず､サ ブナノか ら

ミクロンオーダーに至る孔径の分布の少ない.あ

るいは孔径分布の全 くない孔 を有する膜であろう｡

これ を実用上必要な大面積の ものにどう仕土 げる

のか｡ま たその材料は何 を使 うか｡

後者の件 に関 しては､す でに分子勤 力学 を用い

るシミュレーシ ョン計算が行われてお り.透 過分

子 と膜材料 との相互作用について計算が行われて

いる｡こ の結果 と実験結果 との一致が見 られれば､

膜材料の選定にも役立っ ことになろ う｡以 上.膜

技術の夢 について考えてみた｡



19t8年11月 烹3日(金)に0ス ク リー ン

工 場･半 導 体 工場 見 学･講 演 会｣と して､東 洋 ス

ク リー ン工 業(株)に て亙SOI40碗 の実践 に関す る講

演 と見 学､シ ャー プ(株 〉天理 工 場 の 見 学 会 が行 わ

れ た｡会 場 が 東京 か ら離 れ て いた こ とも あ り.参

加 者 は18名 で あ った｡

､_一
まず.同 社廣濱社長か ら.ISO140瓢 取得 を大

企業のように製品輸 出のためでな く.環 境 との

調和の経営｣と いう中長期経営戦略の一環 として

位置付けた とい う話 をうかがった｡結 果的 に.数

字 として現れない部分 も含 めた業務改善､及 びコ

ス ト削減が得 られ たという｡例 えば｢整 理整頓｣

というような従来のスローガンには｢い つ｣｢誰 が｣

という点が欠けて いたが.亙SO14001の 取得作業

によ り.こ れ らの点 を明確 にし.

全社的な活動に結び付けることに

重点 を置いたとのことであった｡

続いて､企 画技術部の阿倍昌明

氏か ら1SO盗001取 得後 の実践経

過 についての報 告があった.各 項

目(例 えば,電 力使用量や脱脂 に

使用す る溶剤使用量及びそのコス

ト等)に ついて具体 的な数字 を挙

げての削減実績が示 され.社 長 の

理念が非常に説得力を持つ ものに

思えた｡

その後.主 製晶で あるウェ ッジワイヤーの製造工

程や.デ モ機の運転を見学 した｡

蕪.シ ャープ(株)天 理工場

シャー プ(株)天 理工場で は.主 に半導体 と液

晶の生産 を行 ってお り.こ の度はそ の半導体 工場

の見学を した｡こ の工場 では:L鱗を月産2AFfO

万個 生産 している｡見 学コー スの通路 の壁 には至

る所 に手書 きの改善点の報告書が貼 られてお り､

地道で絶 え問無い努 力が最先端の製品を支えてい

ることを感 じさせ られた｡

硝子 を隔てたクラス10(直 径E.3ミ クロンの粒

子が1餅 に!0個 以下〉のクリーンルームには.一

台で数億 円もする機械がず らりと並んでお り､新

聞等で聞 く半導体製造の投資額の大きさを改めて

納得 させ られた｡併 せて歴史ホールを見学 したが,

創立以来｢世 界初｣｢最 軽量｣｢最 小｣と いう製品

にあふれ.シ ャー プの経営 信条 の一つ である

｢創意｣と 最近の超微細加工技術 を中心 とした製品

展開に強 く印象づけ られた｡

最後に､今 回初めて懇親会 まで出席 したが.経

験 豊富 な諸先輩方 の話や プ ログ ラム に無か った

HACCPの 臨時講議 まで聞 くことがで き.非 常 に

勉強になった｡今 後 もこのよ うな機会があれば参

加 したいと思った｡

〔ベカル トアジア 和泉 彰〕


